
よ
又
援
の
在
り
方
提
案
肋
認
類
詣

　
総
社
市
で
は
官
民
3
7
団

体
が
連
携
し
て
「
復
興
支

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
そ
う
じ

や
″
絆
″
」
を
同
市
三
輪

の
常
盤
小
と
常
盤
公
園
で

開
催
。
国
際
医
療
ボ
ラ
ン被災地支援の在り方について対談する菅波代表（首）と片岡

市長

テ
ィ
ア
・
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
岡

山
市
北
区
伊
福
町
）
の
菅

波
茂
代
表
の
講
演
な
ど
が

あ
っ
た
。

　
菅
波
代
表
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
が
震
災
直
後
か
ら
現
地

で
支
援
を
始
め
、
補
助
ス

タ
ッ
フ
を
被
災
者
の
中
か

ら
雇
用
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
披
露
。
「
援
助
さ
れ
る

側
に
も
プ
ラ
イ
ド
が
あ

る
。
『
必
要
と
さ
れ
た
い
』

と
い
う
気
持
ち
を
満
た
し

て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
」

と
述
べ
た
。

　
市
民
丁
六
一
人
が
で
き

る
支
援
に
つ
い
て
は
「
復

興
と
は
お
金
を
回
す
こ

と
。
現
地
へ
家
族
で
旅
行

に
行
っ
て
ほ
し
い
。
被
災

地
を
見
れ
ば
、
子
ど
も
が
、

わ
が
身
の
あ
り
が
た
さ
に

気
付
く
」
と
話
し
た
。

　
続
い
て
苛
波
代
表
と
片

岡
聡
一
総
社
市
長
が
対

談
。
片
岡
市
長
は
、
連
携

協
定
を
結
ん
で
い
る
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
の
活
動
を
支
援
す
る

た
め
、
現
地
に
職
員
を
派

遣
し
た
り
、
灯
油
や
電
気

自
動
車
を
送
っ
た
経
緯
を

紹
介
し
、
「
協
定
を
結
ん

で
お
く
と
、
国
や
県
の
指

示
が
な
く
て
も
素
早
く
行

動
で
き
る
」
と
強
調
し
た
。

　
東
北
の
物
産
腰
、
音
楽

の
ス
テ
ー
ジ
な
ど
も
あ
っ

た
。
（
森
元
俊
一
朗
）

「
被
災
者
の
心
の
痛
み
が
、

少
し
で
も
早
く
治
ま
る
よ

う
に
」
と
願
い
を
込
め
た
。

　
岡
山
一
番
街
（
岡
山
市

北
区
駅
元
町
）
で
も
、
買

い
物
途
中
の
人
た
ち
が
立

ち
止
ま
り
、
目
を
閉
じ
た
。

倉
敷
市
、
会
社
員
女
性

（
3
0
）
は
「
恐
ろ
し
い
目
に

遭
っ
て
亡
く
な
っ
た
人
の

こ
と
を
考
え
る
と
、
悲
し

さ
が
こ
み
上
げ
て
く
る
」

と
涙
を
流
し
た
。

　
県
立
美
術
館
（
岡
山
市

北
区
天
神
町
）
や
県
立
図

書
館
（
問
丸
の
内
）
で
も

職
員
や
訪
れ
た
人
た
ち
が

黙
と
う
。
県
庁
、
岡
山
市

役
所
な
ど
は
、
震
災
犠
牲

者
へ
の
弔
意
を
表
す
半
旗

を
掲
げ
た
。

　
（
秋
山
昌
三
、
舟
越
俊
司
）

「
悲
む
さ

震
災
発
生
時
刻
に

各
地
で
市
民
合
掌

　
「
決
し
て
忘
れ
な
い
」

－
。
震
災
発
生
時
刻
の
午

後
２
時
4
6
分
、
岡
山
市
な

W

震災発生の午後２時46分、

表町商店街で祈る女の子

」
み
上
げ
る
」

ど
で
黙
と
ろ
か
行
わ
れ

た
。
商
店
街
、
地
下
街
、

図
書
館
で
・
…
市
民
ら
が

犠
牲
者
や
被
災
者
の
思
い

に
寄
り
添
っ
た
。

　
同
市
・
表
町
商
店
街
。
黙

と
う
を
促
す
ア
ナ
ウ
ン
ス

が
流
れ
る
と
、
女
の
子
が

し
ゃ
が
み
込
み
、
小
さ
な

手
を
合
わ
せ
て
一
心
に
析

っ
て
い
た
。
衣
料
品
店
経

営
長
山
敬
右
さ
ん
（
6
6
）
は

絆
確
か
め
復
興
願
う


	page1

